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代かき回数を逓減しても同一施肥条件において代か

き1回までは収量性は特には低下せず，ハロー代かき

1回のように収量がプラスの区もあり代かき回数およ

び代かきの手段を選ぶことにより透水性を附与し収皇

位を向上させることができる。

無代かきでは成昔移植では移植時の首のスタンドが

悪いことが欠点であったが，稚苗機械移植（′ミラ播首）

に切りかえて良好な昔のスタンドを得ることができた

ので，これに中間追肥を併用することにより収量水準

の維持が可能なので透水性の極度に少ない水田や低湿

田においては，この無代かき細砕土は健全根園を得る

有効な手段になり得る。

5　振圏の活力および地耐力に及ぼす影響

代かき回数を逓減させれば，水稲茎葉中のMn／78

比が大となり，根圏が健全化し，落水後の地耐力の増

大もより速やかに大となり，大型収穫作業機の導入に

もより有利である。

5　要　　　　　約

基盤整備に伴い稲作の近代化を推し進めるには水田

の透水性は重要な要因であるが，北上河成沖積土封こ

ついてその透水性の附与について検討した結果，

1　明キョ水位の低下による水頭勾配の増大ととも

に，作土の代かき分散度を低減させてやることにより

透水性を附与してやることができる0

2　明キョ水位の調節による地下水位，水田透水性へ

のレスポンスは半句日数ぐらい要し，そのうちでは代か

き分散度の粗なるほど反応が速やかでかつ大である。

5　代かき1回まで収量水準が向上する。

4　さらに取囲活力・地耐力に有利になる0

施肥法とその排水効果について

近藤　和夫・村上　利男
（東北農試）

1　ま　え　が　き

水稲に及ぼす水管理の影響を，土妹の檻猿および肥

培法と関連させて明らかにしようとした0

2　試　験　方　法

1実施場所　盛岡試験地精密枠圃場（5〝王×5椚，

第1表　　試験　区　の構成

深さdO（一詔）

2　供試土壌

（1）表土（0－50（■雁）　大曲，盛岡の沖積水田土

城と厨川黒色火山灰土類の5種土壌。

（2）下層土（50－80で瓜）　盛岡沖槙水田の下層

土。

5　試験区の構成（第1表）

試験区
肥　 培　 管　 理 水　　　 管　　　 理

追　 肥　 量 追　 肥　 時　 期 湛　 水　 区 排　　　　 水　　　　 区

A

B

Ⅳ：2たか／a　〝 分 げ っ 盛 期

有効分げっ耕 ∪黒 有効分げっ期以前は湛水区と同 じ

C 〝 萄　 分　 化 期
有効分げっ期以降 は地下水位 d D（：〝

亀裂 中干 （10 日間 ）後 間断渾漑
D 〟 幼 穂 形 成 期 地下水位

E

F

〝

〟

減 数 分 裂 期

穂 揃　 期

田面下 0（切

4　処　　理

（1）水　管　理

排水区は移植後有効分げっ納までは高地下水位湛水

を保ち．以降低地下水位一dOC舵として田面水を排除

し，土壌水分下限p72．5まで中干しを行い，以後毎

日1回約5C雁水深の間断かんがいを出穂後20日まで

施し，その後，落水まで押水かんがいとした○

（2）追　　肥

前記各生育ステ1ジにが：2毎．／aを湛水状態で施した。

5　耕毯概要

（1　供試品塵　ササニシキ（4月17日播槌，保温

折衷苗代育苗）

（2）耕起および施肥法

堆肥，睦カルを散布後，耕深20C刀のスコップ桝を
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行い・入水代かき後・成分量で8当たりN：D・8吼

ァ205：1・2．堆肥：450，珪カル：15を施用した。

ただし，厨川土妹の場合は打，P205のみ各1・ちd・D

とした○

（3）移　植　5月20日（2Dx20C犯，25珠／の

1珠5本稚0

（4）区奴および1区面栢　52区，1区9m：1区制。

5　試　験　結　果

1排水による栄養生長量の抑制調節

5土鏑をコミにして・試験区A一　丑，Cを前期肥培

区，同じくつ，E，Fを後期肥培区と仮称し，稲の生

育量に及ぼす排水の影響をみると，第2表のとおりと

なる○

醇2表　生育畳に及ぼす排水効果

勉 理

項 目

水
処

理

肥　　 培　　 管　　 理

前　 期　 肥　 培 後　 期　 肥　 培

最高分げっ数 湛 4 0．6 （1 0 0） 2 8．5 （1 0 0）

（株当た見本） 排 5 7 1 （ 9 0） 2 8．9 （1 0 1）

有 効 茎 歩 合 湛 d R 0 （1 8 0） 8 1．5 （1 0 0）

（％ ） 排 7 0．0 （1 0 1） 7 7 2 （ 9 5）

辞　　　　 長 湛 8 8．9 （1 0 0） 8 0，9 （1 0 0）

（成熟 期 ，C〝） 排 8 2．7 （ 9 5） 7 7 5 （ 9 8）

菓　 身　 長 湛 1 1 4．7 （1 0 0） 9 鼠1 （1 0 0）
（　 〝 ，〝） 排 1 0 5．5 （ 9 0） 1 0 0．5 （1 0 1）

生　 菓　 重 湛 1 7 4，8 （1 0 0） 1 7 1．5 （1 0 0）

（　 〝 ，〝） 排 1 5 8．9 （ 9 1） 1 5 8．8 （ 9 2）

枯　 葉　 重 湛 1 2 父9 （1 0 0） 6 4．8 （1 0 0）

（　 〝 ，ダ） 排 1 2 5．0 （ 9 5） 6 5．1 （ 9 7）

軋 1） 前期肥培 はA ， B ， C 5 区平均

後期肥培はつ，E，75区平均

2）（）は湛水区を100とした排水区の指数

5）菓身長は上位5葉の総菜長，平均株の最長
程4抹調査

4）葉重は20株調査

すなわち，排水処理は最高分げっ数．梓長など，稲

の栄養生長量の抑制・菓身繁茂量の調節など，豊熟の

良化に役立っている。その効果は追肥時期の早い前期

肥培において著しい。

また，出穂期から成熟期までの純同化率をみると

（第5表）・前捌巴塔の排水区における純同化率は同

湛水区に比較してかなり高く，排水による光合成力の

向上がうかがわれ前記のことを裏付けている。
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第5義　経同化率に及ぼす排水効果

65

項　　　 目　－
l 処

l 理

肥　　 培　　 管　　 理

前　 期　 肥　 培 後　 期　 肥　 培

N　　A　　R 湛 〇・84 °（10 0） D・0 86 （10 0）

（ダ／ダ／da y） 排 0．0 5 8 （12 6） 0．0 78 （9 5）

注．NA R （純同化率）は出穂期～成熟期まで。

2　穎花数と千顕花当たり収量

千
顔
花
当
た
り
収
量

2　3梢も糀J　6rxlの

凡例2霊悪霊芸霊霊芝：：冨芸霊芝

第1勧：訂当たり頴花数と千顕花当たり収量

5土壌をコミにした全区の肥培期別，湛潮水区別が

当たり穎花数と千頴花当たり収星との剛こは負の相陶

がみられるが（第1回），前別巴培区では点線で閉ん

で示したように，頴花数がほぼ等しい場合でも，排水

区の千頴花当たり収益は湛水区に比較してかなり高

く，排水効果による登熟の良化がみられる。

両者の関係を排水区の対湛水区に対する比で表わし，

これを追肥時期別，土壌別にみると（第2回）次のこ

とがいえる。

①　本試験においては排水処理により，全処理区の

うち％の区が増収している。

②　増収はすべて千頴花当たり収量の増加による。

③　追肥時期の早い区ほど，概して，増収効果が大

きい。

④　大曲土壌は排水効果が著しく，厨川土壌では小

さい。
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凡例　▲盛用、●大曲、■厨川（土壌）

第2図　が当たり頴花数と千険花当たり収量

すなわち，肥培時期を前，後期に分けて排水効果を

みると，前期肥培の方に大きく現れ，その増収効果は

頴花数減よりも豊熟歩合の向上が相対的に大きいこと

に基づいている。排水の収量に対する効果を土簗別に

みると，大曲土壌において著しく，厨川土境において

小さい。

5　排水による収量溝成要素の収塾に及ぼす影響

5土駿をコミにして，前後期肥培別，湛排水区別に

収量構成4要素の収量に及ぼす相対的影響度を求めた

のが第4表である。

前期および後期肥培区を通じて，収量に最も大きく

影響している収蓑構成要素は登熱歩合であり，湛水条

件では，全体のおよそ50％を占め，このため収量は
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第4表　収量に及ぼす収量構成要素の影響度（％）

肥 培 時 期 ， 処 理

ガ 当 た

り税 政

1 穂

頴 花 数

豊 熟

歩 合
千 粒 重

前 期 肥 培

湛 18 ．2 2 7 8 4 4 ．7 鼠 5

排 2 4 ．9 5 Z d 50 ．5 Z 2

排 一 湛 ＋ 8 ．7 ＋ 鼠 8 一・14 ．4 － 2 ．1

後 期 肥 培

湛 2 鼠8 8 ．8 5 5 ．1 占．5

排 5 2 ．7 1 8．7 4 2 ．4 8 ．2

排 一 湛 ＋ 2 ．9 ＋ 8 ．1 － 1 2 ．7 ＋ 1．7

注．数字は収量に対する各要素の標準偏回帰係数の
10D分比。

豊熟歩合に大きく左右されている。収量に及ぼす豊熟

歩合の影響は排水により小さくなるが，とくに前期肥

培区においてはこの僚向が著しい。なお，この場合一

畳熟歩合の影響度の減少に伴って，相対的に組数およ

び頴花数の影響度が大きくなり，収量格成4要素の収

量に対する相対的影響度は平均化する傾向がみられ

る。このことは，排水条件下で，さらに頴花数を増加

させることにより収量増の可能性のあることを示唆し

ている。

4　要　　　　約

1精密枠圃場の5毯土嬢（大曲，盛岡および厨

川）において，ササニシキを供試し，水稲に及ぼす排

水の影響を，施肥法（分げっ盛凱有効分げっ勘，壱

分化札幼馳形成期，減数分裂期および穂揃勤の各期

追肥）と幽遠させて検討した0

2　排水の水稲の栄養生長量に及ぼす抑制調節と豊

熟良化の作用性により，収量規制の支配的要因である

豊熟歩合が向上した0

3　このため，収量構成4要素の収量に及ぼす相対

的影響皮は平均化したが，このことは，排水を付与す

ることにより，豊熟歩合が良化することと同時に頴花

数を増加させることによる収量増の可能性を示して

いる。

4　以上の効果は，概して，追肥時期の早い区（分

げっ盛事凱　有効分げっ期，壱分化期）ほど大きく，土

壌間では大曲土塊において著しく，厨川土壌では小さ

い0


